
明けましておめでとうございます。会員の皆様に

は、ご家族の皆様と共に健やかに佳いお年をお迎え

のことと心からお慶びを申し上げます。常日頃、医

師会の活動にご助力、ご支援いただきありがとうご

ざいます。

北海道医師会は昨年４月、法人制度改革に伴い一

般社団法人に変わりました。公益社団法人か一般社

団法人かを検討し非営利の一般社団法人化を選択し

ました。しかし、設立当初の理念に変わりはなく、

これまで通り国民皆保険制度を守り、安全、安心な

医療を目指して参ります。昨年、問題になった日本

医師会と日本医学会の関係や日本学術会議の提言か

ら考えて、学術団体としても、医療提供者集団とし

ても、日本唯一の組織として一致団結して強い組織

にしなければなりません。全員加盟が理想です。

医師会が抱える問題は山積しています。医師不足

と偏在による地域医療の崩壊解決が最たるもので

す。これに対しては、行政、医育大学、関連他団体

と医師会の総力を挙げて取り組んでいますが、言う

に易く、行い難しでなかなか光明が見えません。机

上で考えると簡単にできそうですが、実際行うのは

非常に難しいことです。救急特に夜間の救急、遠隔

地の医療対応、勤務医師の勤務環境整備、女性医師

支援事業、住民啓発運動、医学生・研修医との対話、

青少年育成事業等々に取り組んでいます。

現在進行形の少子高齢社会に対処するためには、

医療・介護の連携による包括ケアシステム構築が避

けられません。また医療提供体制の変化が求められ

ます。医療機関はどういう方向性を選択するか決め

なければなりません。

一昨年暮れの総選挙で、自民党が圧勝、３年に及

ぶ民主党政権が崩壊し、再び自民党が政権に復しま

した。

昨年正月早々より、安倍内閣はデフレ脱却、経済

の活性化に向けて次々と政策を打ち出しました。第

１の矢、第２の矢、そして第３の矢と経済成長路線

をひた走りしました。かつてのバブル経済時代のよ

うな生活力向上の実感は感じられませんが、徐々に

経済が上向いて来ています。一昨年の大災害の復興

や、被害を受けた原子力発電所の後始末があまり進

まず問題化しながらも、まっしぐらに経済成長路線

を突っ走っています。経済財政諮問会議は小泉内閣

の新自由主義、市場原理主義路線の復活と言われま

す。民主党政権下で決定したとはいえ、社会保障制

度と税一体改革は、消費税率アップが先行決定し、

国民の貧富格差が増すことが懸念されます。

経済成長路線を強調するあまり、TPPへの参画を

推進し日本本来の食文化や世界に誇る医療制度を破

壊することが心配されています。常々これらに対す

る米国の執拗な要求、圧力があったことから、避け

得ない状況と感じられます。

昨年８月に行われた参議院議員選挙では、羽生田

俊副会長をたて、組織内候補として支援し当選させ

ました。医療が経済活性化の道具化にされようとし

ているのに楔を打ち込まなければなりません。間

違った方向に進まないよう頑張ってもらわなければ

なりません。

今、26年度の国家予算編成、医療においては今年

行われる診療報酬の改定が急ピッチで進められてい

ます。民主党政権下で行われた２度の改定ではわず

かとはいえ共にプラス改定となっています。自民党

に変わりどのような結果になるか注目されるところ

ですが、官僚の復権特に財務官僚の台頭が著しく気

がかりです。財務相は例年のごとく報酬はマイナス

改定と声を上げています。賃金の上昇を求める政府

の言うように、医療・介護の現場でも賃上げ可能な

改定率アップをして欲しいものです。

多くの識者や国民の反対を押し切り、特定秘密保

護法が成立し、過去の戦争の暗い影が懸念されてい

ます。

他方暗い話題ばかりではなく、７年後には東京オ

リンピックの開催が決まりこれから数年は話題に事

欠きません。今年ロシアで開催される冬期オリン

ピック・ソチ大会では、スキー・ジャンプやフィギュ

アでの日本選手の活躍が世界を湧かせることでしょ

う。

新生北海道医師会も年を重ねて66周年、旧内務省

令下で設立後創基100年を超えました。一世紀の歴

史は軽くありません。ますます発展し医学医療の進

歩に則した安全・安心の医療を広く国民に提供でき

るような、医療集団の要になりたいと思います。

北海道医師会は組織も変わり、心新たに医師会の

発展を期していく覚悟で邁進します。皆様方のご支

援をお願い申しあげます。

会員皆様のこの一年のご健康とご活躍を心から祈

念申し上げます。

「今こそ医師の団結を」

会 長 長 瀬 清


